
3.2.8 開平法

平方根を求めることができるようになると当然ルート表示の数が出現する。電卓が手元にあ
ればどれくらいの数なのかという近似値を知ることができるが，手計算でも求めることができ
ることを生徒に知らせて欲しい。そんなに複雑な計算ではないのでまとめておく。(どうしてそ
のような計算をするとできるのかはWikipediaの「開平法」を参照)

3.2.8.1 開平法の計算�
�

�
�問．

√
2020を小数第 1位まで求めなさい。

1. 小数点を基準として 2桁ずつ区切り 20と 20という数
があると感じる。

2. 平方して 20になる○の数を考える。この場合にはあて
はまる数はないが 4×4 = 16が 20に最も近い数である。

3. 出てきた結果から□の数を考える。8□×□が 420に

なる数である。この場合 8□4×□4= 336が最も近い数で

ある。次の 5は 8□5×□5= 425となり 420を超えてしま
うからである。

4. 次は小数点以下になるので，今求めた□4の右に小数点
をつけよう。そして差の計算結果の 84に 2つ 00をつけ
て 88◇×◇が 8400になる◇を考えると，あてはま
る数は 9ということがわかる。

5. さぁ最後のステップである。△に 5 をあてはめると
8985 × 5は 39900を超えてしまうので，小数第 2位は
切り捨てということがわかる。結果

√
2020 ≒ 44.9に

なる。

○□◇△4 4 . 9√
○ 20 204

○ 164

8 □ 4 204

□ 3 364

8 8 ◇ 84 009

◇ 80 019

8 9 8 △ 3 99 00

△

3.2.8.2 問題演習

1つの問題だけだと身につきません。引き続き問題演習をやってみましょう。�
�

�
�問．

√
3 を小数第 3位まで開平法で求めなさい。

○□◇△1 . 7 3 2√
○ 31

○ 11

2 □ 2 007

□ 1 897

3 4 ◇ 11 003

◇ 10 293

3 4 6 △ 71 002

△ 69 242

平方根の近似値で思い出すのは大学時代初めて「ニ
ュートン法」に出会ったときでした。適当な値から始
めて接線と x軸との交点を繰り返し求めていくことで
近似値を求めていく方法です。少しの計算でかなり正
確な近似値を求めることができたのに感動したことを
覚えています。自分の大学時代はコンピュータの出始
めでした。CPUが 750k㎐のコンピュータやメモリー
が 4k byteなんていっても今の人にはわからないだろ
うな～。


